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除染翌年のほ場だけでなく除染後保全管理したほ場でも 
ダイズ１作目は子実の放射性セシウム濃度が高い 
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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

除染後ほ場の営農再開でダイズの作付けを希望する農業者もいる。そこで、2016年の除染
（表土剥ぎ後、客土）後、翌年に収穫されたダイズ子実と年１回のロータリー耕耘及び機械除
草（保全管理）を２年継続した後のほ場で収穫されたダイズ子実の放射性セシウム濃度を測定
した。                                                                                                                          
（１） 除染翌年に作付けしたほ場（Ａ）での子実への 137Cs移行係数は１作目が２作目より高かっ

た。除染後２年間保全管理を継続してから作付けしたほ場（Ｂ）でも１作目の子実への 137Cs
移行係数はほ場Ａの 1作目と同様に高かった（図１）。 

（２） 除染後２年間保全管理を継続してから作付けしたほ場（Ｂ）では土壌の交換性カリを
50mg/100g目標に増施肥すれば、子実の 137Cs濃度は 50㏃/kgを超えず、吸収抑制効果が
期待できる（図２）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 除染後保全管理していたほ場で、ダイズを初めて作る場合の放射性セシウム対策の参考と
なる。 

 
３ 活用上の留意点 

（１） 表土剥ぎ客土除染した後、２年間保全管理したほ場の事例である。 
（２） ほ場の土壌 137Cs濃度が 1000～2600㏃/kgの事例である。 

 
 
 
 
 



   
Ⅱ 具体的データ等 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ その他 
１ 執筆者 

木田義信 

２ 実施期間 
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図1 ダイズ1作目ほ場での土壌の交換性Ｋ含量と

子実への移行係数
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図２ 除染後2年間保全管理していたほ場での

ダイズ１作目土壌137Cs濃度と子実の137Cs濃度

(Bq／kg)

注）ほ場B、2019年


